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 2020 年は、中国が西部大開発という経済発展の戦略を打ち出した 20 周年
に当たる。2020 年 5 月 17 日、中国共産党中央委員会・国務院は「中共中央
国務院関於新時代推進西部大開発形成新格局的意見」という指示文書を公開
















































































































































1927 年 4 月 18 日、蒋介石は南京で国民政府を樹立した。1928 年 12 月、
国民党は張学良の「易幟」のもと、ほぼ全国を統一した。1928 年 8 月に国民















































































 1933 年 7 月～10 月の間に、徳王らによる 2 回の百霊廟自治会議が開かれ













 10 月 17 日、国民政府は行政院第 130 回会議の第 4 号決議案として、黄紹
竑（内政部長）と趙丕廉（蒙蔵委員会副委員長）の二人の中央官僚の内モン
ゴル巡視を決めた。11 月 10 日、黄紹竑・趙丕廉の一行が百霊廟に到着し









  第一条 内蒙に統一最高自治機関を設けて、内蒙自治政府と名づけ、国
民政府行政院に直属して、内蒙各盟部旗の治権を総覧し、経費は中央が
補助する。 
  第二条 蒙古各盟旗の管轄治理権は一律従来どおりとする。 
  第三条 内蒙各盟旗の境界内に今後ふたたび県や設治局を設けない。現
有の県や設治局のうち、設置基準を満たさないものは一律廃止する。 
  第四条 蒙古現有の荒地は一律蒙古の牧区に区分し、永久に開墾しては
ならない。牧区に入りこんでいる現有の分散した開墾地は一律牧区に戻
す。 
  第五条 蒙古の牧区内の各項税収のすべては、内蒙統一最高自治機関が
統一的弁法を詳しく定めて徴収する。省・県が牧区内に設けた各税金徴
収所は一律廃止する。 














  （三）蒙古官庁および蒙民固有の私租は一律保障する。 
  （四）蒙民が自旗で負うべき負担のほか、省・県はさらにいかなる負担
もつけ加えてはならない。 
  第八条 蒙旗の境界内の土地以外については、省・県が設置した各税金
徴収機関は、一律内蒙統一最高自治機関が派遣した人員の立ち会いの下
で徴収し、その税収は一律均分する。 
  第九条 蒙旗の境界内の既設の各級司法機関は、すべて内蒙統一最高自
治機関から専門職員を選抜・派遣し、蒙古族と漢族との訴訟事件につい
ては、合同審理制度を実行する。 
  第十条 内蒙統一最高自治機関の各項収入は、すべて衛生・教育・実業・
交通等の各種の事業費にあてる。 


































 （三）蒙古自治区の範囲 〔略〕 


























 （十）自治区の教育問題 〔略〕 










































  「蒙古地方自治弁法原則」 








  第二項 各盟公署を盟政府と改称し、旗公署を旗政府と改称する。その
組織は変更せず、盟政府の経費は中央が補助する。 
  第三項 〔略〕 
  第四項 各盟旗の管轄は一律従来どおりとする。 
  第五項 各盟旗の現有の牧地は放墾を停止し、以後、牧畜を改良すると
もに、付帯工業を興し、地方経済を発展させる（ただし、盟旗みずから
墾植を希望する場合、これを許す）。 
  第六項 盟旗固有の租税および蒙民固有の私租は一律保障する。 
  第七項 省・県が盟旗地方で徴収する各項の地方税収は、盟旗にその若
干を分与して、各種の建設費にあてる。その分与方法は別に定める。 






判断し、「蒙古地方自治弁法原則」を受け入れた。これを受け、1934 年 3 月
7 日、国民政府は「蒙古地方自治政務委員会暫行組織大綱」を公布した。 

























































































































05/17/content_5512456.htm（2020 年 6 月 19 日閲覧）。 






（『東洋文化研究所紀要』第 148 号、2005 年）、同「南京国民政府と西北建











を中心に―」『現代中国研究』第 34 号、2015 年）、同『東アジアにおける中
国の西北開発と地域概念の変容』（平成 24 年度～平成 26 年度科学研究費補
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